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この方は誰でしょう？？

任期満了に伴い

令和３年
５月交代

工藤 利明 前教育長 岡本 天津男 教育長

“子どもは、未来
からの贈りもの”

大事に育てて､未来に返す。

教育＝「教えて育てる」は
そのためにある。



なぜ 授 業 改 善 ？



子どもたちが生きる未来子どもたちが生きる未来 Ｓｏｃｉｅｔｙ5.0で実現する社会Ｓｏｃｉｅｔｙ5.0で実現する社会

・子どもたちの６５％は、大学卒業後、今は存在していない職業に就く
（キャシー・デビッドソン氏）

・今後10～20年程度で、約４７％の仕事が自動化される可能性が高い
（マイケル・Ａ・オズボーン氏）



文章や情報を正確に
読み解き対話する力

子どもに必要な力は？ どんな人財が望まれる？
出典：「 Society 5.0 に向けた人材育成に係る大臣懇談会」 H30  

「学校の役に立つ」
県教育庁日田教育事務所

科学的に思考・吟味し
活用する力

価値を見つけ生み出す
感性と力、好奇心・探求力

技術革新や価値創造の
源となる飛躍知を

発見・創造する人材

技術革新と社会課題を
つなげ、プラットフォーム

を創造する人材

様々な分野においてAIや
データの力を最大限活用し

展開できる人材



「令和の日本型学校教育」構築を目指して
～全ての子供たち可能性を引き出す， 個別最適な学びと協働的な学びの実現～ （答申 ） 令和３年１月２６日 中央教育審議会 より
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個別最適な学び×協働的な学び
“ベストミックス”
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自己内省段階

【セルフコントロール】
環境構成
時間管理
援助要請
課題方略

【自己観察】
モニタリング

自己記録

予見段階

遂行役割

【自己判断】
自己評価
原因帰属

【自己反応】
満足

適応的ー防衛的

【課題分析】
目標設定

方略の計画

【動機づけ信念】
自己効力感
興味／価値
目標指向性

自己調整学習サイクル （出典：Zimmermann,2011 より作成）

自
立
し
た
学
習
者

の
育
成

「学校の役に立つ」
県教育庁日田教育事務所



「令和の日本型学校教育」構築 と 新大分スタンダードの「有効的」活用

メタ認知
活動

指導の
個別化

学習の
個性化

協働的な学び
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なぜ 授 業 改 善 ？

本日のゴールに向けて

県教育庁日田教育事務所

「学校の役に立つ」

• 授業改善は具体的にどうするの？

～分析（検証・改善）の有効活用を通して～


